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　私は既報1）‘3）において，臨床的にPolarography
似下P）による癌反応（濾液反応）陽性を示す悪性
腫瘍及びその非特異的陽性例としての炎症性疾患
についての実験から，P蛋白波々高と血清Albu－
min及びα一Globulinの量的関係の間にあ6程度
の相関を認めこれを発表：した。
　これは同時セC臨床経過を追った観察結果からも
実証され，P反応陽性時にはAlbuminは寧ろ低
下し，α一Globulinは正常値を上廻るという結果を
得たのである。また特に癌の手術経過好転例及び
炎症治癒経過に伴ない極めて整然とP反応の陰性
化につれAlbuminの増加，α一Globulinの減少に
よる血清蛋白像の正常復帰力｛認められた。
　しかしこの間たは2，3め理解のゆき・かねる矛盾
例にも遭遇し，特に予後の不良な症例では末期に
おいてP反応の陰性転化をきたし，同時に血清蛋
白分屑内の変動には上記の如きAlbumin増加，
α一Globulin減少なる正常復帰の機転をみとめない
場合も経験された。その際私はP反応因子として
Mucoproteinを仮りに’肯定し，、これがα一Globulin
と泳動をともにする．としても，α一Globulin内の他
の細分屑の複雑な組成の変動がかかる矛盾生起の
主役をなすものと考え，またMucoproteinそのも
のにしてもさらに幾つかの組成のものからなり，
疾病により産生機序も異なるであろうとの見解に
立って考察を加えてきた。’
　今回はこれらの事実を裏付けるためには是非と
もモデル実験による必要性をみとめ（この点は臨
床的に急性炎症等では整然と傾向が判断される
が，慢性化したものでは特に不明瞭な点を指摘し
ておいた），悪性腫瘍としてはラッチの吉田肉腫腹
腔内及び皮下移植並びにその別出実験，炎症とし
てはテレピン油注入腹膜炎を用い，その間におけ
るP反応の消長と血清蛋白分屑の変動を追求し，
既報の臨床例における関連性を再確認すべく本実
験を企図した。
　ここにその成績とあわせてこれまで発表してき’
た全篇の成績を総括して報告する。
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　　　　　　　　　實験方法
　1．米飯，米糠，爲鈴薯を主とした一定食餌で飼育した
150g前後のWister系ラッチを使用し，採血は室腹時に
一定した。
　2・吉田肉瞳の移植は肉腫液0．1ccを型の如く腹腔内に
注入移植し，実験的腹膜炎はテレピン油原液0．1ccを確実
．l魔ｱ腹腔内に注入して惹起せしめた。
　3．吉田肉腫皮下移植は肉腫液0．1ccを腹部皮下に接種
し，腫瘤を確認すると同時にP反〕忍の腸転を確かめてから
この血清蛋白分屑を調査し，さらにその後これを切除し，
P反応の陰性化をまって再び採血調査した。
　4．電気泳動法及びP反応の手下等については二二のと
おりである。
　　　　　　　　　．論士成績
　1．正常ラツテの血清蛋白量並びにP蛋白液高につい．『
て（第1表）：10例の棄却限界を求めると，総蛋白濃度6．4
±O．7g！d．e，　Albumin　4．06±O．51　g／de，　a－Globulin　O．46±
O．11－g／dZ，　S：Globulin　1．03±O．28　g／d£，　r－Globulin　O．88±
0．74g／dZ，一方P蛋白波々高の棄却上界は，同時に行った
30例の成績で31mm（中間値〉故本10例は総て正常範囲内
（陰性）である。
　2．採血の影響。血清蛋白質及びP蛋白波々高の消長
（第2表，第1図）：採血による影響を出来るだけ避けるた
め，対照の前採血は接種または注射前ほぼ1週間に一定し
たが，ラッチについて1回3ccの採血はかなりの影響をを
与えると考えられるので，このためにおこる血清蛋白質及
びP波高の変動を一応調査した。即ち成績は第2表J及び
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第2表　採血（3ec）によるP反応及び血清蛋白質分暦の消長
P反応
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No．　1 No．　2
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　　　　0．5
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（＋）　4　o．6
　　　　a5
C一）　．S　o．4
ア醗噸・轡　尚 兄日目 針明
第
第1図の如く，総蛋白量は5日目にやや滅少来す。この中
Albuminは百分置ではむしろ増加するが，濃度換算では
殆ど変化がみられない。αGlobulinは2日目にやや増加を
示すが5日目にはむしろ滅少を来す。β一Globulinは一時わ
ずかに減少し，後には増加傾向を来す。γGlobulinは漸次
減少の傾向を示す。全般を通じこれら各分屑の変動は一定
せず何れも正常動揺域内にある故本実験に関する限りは殆
ど問題にする必要はないと考えた。
　同時にP波高も勿論多少の藪揺を示すが，これも正常範
囲内を上下する故，同様本実験には支障ないと判断した。
　3．吉田肉腫腹腔内移植時の血清蛋白分屑とP蛋白朗々
高との關係（第3表，第2図）：、P反応の経過は柴田4）の報
a一＝一i＝s一一一一＝：＝x
脈諏噸糖　前
　o　　　　●　　　　ム
1　図
2e目 ケ鮨
告に一致し，移植後2日目より既に陽性化し，　5日目セこは
さらに波高の上昇をみた。
　同時に血清蛋白分科の変動をみるに，総：蛋白は2日目に
は半値に比べて，1例を除き0．2～0．5g／d¢減少し，5日目
にはさらに減少傾向を示す。この揚E’　Albuminは2日目
にはむしろやや増加し，5日局腹水貯溜著明の時期には1
例を除き’o．06～o；32g／dzの減少を示した。α一Globuli11は
2日目において百分率ではすべて増加をみたが総蛋白濃度
減少のため濃度上には3例中2例に滅少を認めた。しかし
5日目には著明に増加の傾向が認められた。これに対し
β及びγ一Globulinは正常個体差の変動が著しいのみなら
ず，この経過についても極めて動揺が著しく一定しない。
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第5表吉田肉腫皮下移植及び切除せる場合のP反応及び血清蛋白分屑の消長
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7．9　1　14．0　1　9．1　1　4．54　1　O．52　1　O．92　1　O．60
9．1　i　14．7　1　10．5　1　412　1　O．57　1　O．92　［　O．66
6．3　i　18．6　1　12．7　F　3．98　1　O．40　］　1．19　1　O．81
　　　　前　　　　23．0
3　　　1恒重瘍形成時　　　46．5
　　切除後2三星ヨ間　　　23．0
平均
　　前　　　　22．5
腫瘍形成時　40．8
切除後2週聞　　23．3
昌
7．4　1　66．6
6．6　1　65．2
6．8　1　64．2
6．4　L　16．6　1　10．1　1　4．92　1　O．47　1　1．22　1　e．74
9．7　［　14．5　1　10．4　1　4．30　1　O．64　1　O．95　1　O．68
7．7　1　18．3　1　9．6　r　4．36　1　O．52　1　1．24　1　O．65
十十
6．9　1　63．9
6．3　：　60．4
6．8　1　60．1
7．3　1　16．3　1　12．2　i　4．42　1　O．50　1　1．12　1　O．84
10．3　1　15．0　1　13．9　1　3．85　1　O．65　1　O．95　1　O．88
7．9　1　．18．6　1　13．1　1　4．09　1　O．54，！　1．27　1　O．90
　4．テレビン油注入腹膜炎時の血清蛋白分屑とP蛋白波
々高との關係（第4表，第3図）：テレピン油原液0．1ccを
腹腔内に注入し，2日目及び5日目に採血し検査に供した。
　P反応は注入後2日目既に著明な上昇をみ，5日目でも
ほぼ同程度の波高を示した．
　この場合の総蛋白量は2日貝にみられた2例の減少を除
き全般に漸増傾向を示し，少なくとも5日目にはすべてに
増加がみられた。
　この際AlbumiRは2日風5日目とも6例中4例に増加
をみた。一方aGlobulinは2日目より0．18～0．42　g／d¢の
増加をみ，5日目には。．14～0．309／d¢の増加を示した。こ
れに対しβ及びγ一G1obulinは吉田肉腫の場合と同様増滅
まちまちで特定の傾向を認め得なかった。
　5．吉田肉腫皮下移植並びにその切除によるP友雁の攣
動と，これに俘う血清蛋白分屑の消長（第5表）＝吉田肉腫
液0．1ccをラッチの腹壁皮下に移植し，4～7日目頃に小
豆大～碗豆大の腫瘍の発育増殖を確認して採血，その後該
腫瘍を切除して，P反応陰性化（約2週間貝）せる［醐に再
び採血して検査に供した。
　この場合P波高の変化に伴う」血清蛋白分暦の消長として
は，総蛋白量は腫瘍形成時何れも減少を来し，同時にAl－
buminがすべての例に減少を示した。しかしα一Globulin
は総蛋白の滅少にもかかわらず百分率においても濃度にお
いても増加を認めた。’
　厘瘍切除後2週聞にしてP反応は陰性化したが，この時
期の総蛋白量は腫瘍形成時にくらべて，次第に恢復がみら
れたが，1例を除いてはなお空値までには達しなかった。
この時のAlbuminは1例のみやや恢復を示したが，他の
2例はなを減少を示した。一方α一G1obulinは腫瘍形成時
に比較して百分率，濃度ともに滅少し，正常値に近づく傾
向を示した。即ち表示の如くP反応と平行してα一Globu－
linは増減する傾向を認め得た。しかしβ及びr－Globulin
はこれまで同様変動がまちまちで一定の関連がうかがい得
なかった。
小 括
　以上の実験成績を通じ，先ず対象値計測の目的で行う前
採血の影響は，約1一問の聞隔を以てすれば次回採血時総
蛋白量の上にさして大きい影響はみられず，3回目の採血
により始めて一応考慮すべき影響が読みとられた。
　従って採血を対照に準じて行った吉田肉腫及びテレピン
油注入腹膜炎実験時の正常域をこえる一分屑の変動につい
ては，それぞれ特異的な変動と考え得よう。
　夢（にラツテの吉田肉腫腹腔内移植実験において，P波高
上昇時血清蛋白三三の消長は総蛋白量及びAlbuminの軽
』度の減少，α一Globulinの著明な増加が認められ，他のβ
及びγ一Globulin分暦には特有な傾向が認められなかった。
　同様の関係をテレピン油注入腹膜炎についてみると，P
反応の陽性化に伴う総蛋白量の変化は前者と異なり，むし
ろ一時増加の傾向を示した。まれこれをAlbumin及びα一
Globulinについてみると，こ．れ等の分屑の増加が伴って
いることが分つた。
躍 佐9eh一・Polarography．による癌反応XXII，4札幌医誌1955
　このことは先きの肉腫実験の場合といささか趣を異にし
たものといわなければならない。即ちこれまでは臨床的に
炎症疾患でP反応陽性の際には，総蛋白量及びAlbumin
分屑の変化は著増しないま．でも．或る程度減少傾向がみら
れ，これに対しα一Globulihの増加が認められたのである
が，動物実験上にみた以上の成績では，むしろ総蛋白量も
Albuminもα一Globulinとともに増加することがみとめら
れた。
　弐に吉田肉腫を皮下に移植し，腫瘍形成時のP反応をみ
ると，柴田が叩きに報告せる如く大体6日目頃に陽性化し，
この場合の血清蛋白質では，総蛋白量は減少し同時1：　Al－
buminも著明に減少をみた。しかしα一Globulineは総蛋
白濃度の減少にもかかわらず著明な増加をみた。
　腫瘍別出後2週面目にはP反応は陰性化し，これに伴っ
て総蛋白量は増加傾向を示し，AIbuminもまた腫瘍形成時．
に較べて増加恢復の現象を示した。一方α一Globulinも減
少傾向を示し正常えの復帰傾向が認められた。即ち腫瘍の．
形成及び触出治療なる経過に従い，P波高の推i移とa－Glo－
bu1in量とが略平行関係を示し，総i蛋白，　Albuminには逆
の相関が認められ，これは臨床上胃癌等の完全別出により
治療せる例においてP反応陰性化とともにα一Globulinが
正常値にかえり，総蛋白量，Albumin量も恢復傾向に向う
現象を裏付け得たものと考える。
全篇の穂括並びに考按
　以上において，私は臨床上癌を主とする悪性厘瘍及び炎
症性疾患の2，3についてと，動物実験上吉田肉腫移植及び
テレピン油注入腹膜炎について，これを濾液反応上のP蛋
白波の消長（即ち教室のP癌反応の変化）と，その際にお
ける血清蛋白質の変動を電気泳動的に調査したのである
が，この間に得た知見を一括していささか考案を加えてみ
たい。
　先ず悪性腫瘍に際しては，臨床的にも動物実験上もP癌
反応の陽性化には血清総蛋白量の減少，AIbuminの減少
及びα一Globulihの増加が平行的に認められ，β及びγ一Glo－
bulineの消長は一定傾向を示さない。即ち私はP癌反応
として教室で研究中のP濾液反応の陽性化には，α一Globu－
linの増加が関連することを実証した。但しこの場合第3報
においても述べた如く死亡真前においてP反応の陰性化す
る2，3の例外においては必らずしもこの平行関係を示さぬ
ことを経験したが，これはaGlobulin内に含まれるP活
性物質の著しい減少のために起きるもので，生体反応力の
喪失によるものと解した。文献的にみて悪性腫瘍の際の血
清蛋白質の変化に論及したものは既報の如く，枚挙に邊な
いが，私はこれをP蛋白波との関係においてその関連性を
聞明にした．
　しかし従来もいわれる如く，P濾液反応に与る因子が如
何なる機序を経た生体内の反応所産としてかかる血清蛋白
質の細事と関連をもつかは，今回の実験では明かではない
が，これらの成績を通じてAlbuminの減少機転とα一Glo－
bulinの増加機転との間の関連性が多分に推測された。
これにはWinzler，　Mehl　ag5）一7）を主とする研究があるが，
黒潮は多糖類に富んだ複合蛋白質の一つとしてMucopro－
teinが主役を演ずるとの説を立てており，今日大方がこれ
を肯定するに至っているが，その産生母地はなお必らずし
も明かではない。この点については教室において別に実験
四声後日の発展に侯ちたい。
　さらにこの関係は臨床的には胃癌の別出による全治例及
び実験的に吉田肉腫の皮下移植並びにその別出例の経過を
槻察する時に一層と明瞭であっk。即ち何れの場合もP反
応の陽性時にはAlbuminの減少を主因として，総蛋白量
の減少が認められるにも拘わらず，α・Globulinは寧ろ増加
がみられた。その後P反応の陰性化に伴いこれ等の変化は
明かに総蛋白量の増加を来し，同時1こα一Globulinは逆に．
減少傾向を示した。即ちP反応の消長には，αGlobulinの
変動が影の形に添う如く随伴した。
　従って悪性腫瘍に関する限り私の実験成績では，先ずP
反応の起因々子はα一Globulinそれ自体というよりは，こ
れとともに泳動する下竪屑（例えばWinzlerのMucoPro－
teln等）がこれに当ると考えられ，これはAlburnipの減
少機転，例えば腫願購1等におけるそれ自体の分解（Win－
zlerは初期の研究においてこの説をなしている8））1こよる
か，或いは同時に書下におけるその産生抑制現象が営まれ
るか，に直結した機序により血中に増多移行するもの．と考
えられる。
　一方本法の非特異的反応としての炎症例については，臨
床並びに動物実験を通じ少しくこれと趣きを異にした点が
みられた。即ちP反応の陽性化には必らずしも総蛋白量の
減少を伴なうことなく，Albuminはむしろ増加を来す場合
がみとめられ，これに対してα一Globulinの増減は大体P
波高の昇降と一致してみられた。β及びγ一G工obulinに関し
ては醜きの場合と大体同様に相関を認めなかった。
5）　Mehl，　」．　W・，　Humphrey，　J．　＆　Winzler，　R．　J．：　Proc．
　Soe．　Exp．　Biol．　Med．　72，　106（1949）．
6）　Mehl，　J．　W．，　Golden，　E　＆　Winzler，　R．　J．　：　Proc．
　Soe．　Exp．　Biol．　Med．　72，　110（1949）．
7）　Winzler，　R．　J．　＆　Smyth，　1．　M．　：　J．　Clin．　lnvest．　27，
　617　（1948）．
8）　Winzler，　R．　J．：　J．　Nat．　Cancer　lnst．　4，　417（1944）．
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　従って炎症反応所産としてのα・Globulin申に含まれる
血清内P反応因子は必らずしも血清AIbumin減少を伴わ
ず，この間に直接の関連を有するとは推測しがたい。
　悪性煙瘍の場合にAlbuminの産生母地としての肝の機
能障碍や，また経口的栄養摂取の不足が考えられるとして
も，この血清Albu皿i　nの減少がα〈Globulinの増加と大体
表裏をなす傾向を示すのに対し，炎症時には殆どそれらの
関連を認め難いのである。
　即ち，炎症疾患に際してはむしろ病巣局所内における結
合織基質物質或いは滲出性反応所産等との関連が主として
考慮されはしまいか。．この点Gersh＆Catchpole等の結
合織基質物質に関する9）見解を無視し得ぬようである。
　要するにP的には殆ど相似た態度を示す1血清資料であり
ながら，その蛋白分屑の相互間の変動を比較する時にはか
なりの相違を認める点に，かかるP濾液反応因子そのもの
が異った生体反応所産であると同時に，化挙的にも多少異
質的なものではあるまいかと想像される。
　事笑教室の佐藤（良〉は先きにメタノール分割法によって
癌・炎症10）間のかかるP的な鑑別法を発表し，またButler
及びBoylandu）らはこれを直接不可分の関係にあるとさ
れている正常時Mucoproteinと病的Mucoproteinとの
間には相違があろうと発表している点は注目すべぎであ
る。
　何れにしても私はP濾液反応による蛋白波の消長が，血
清蛋白分屑の如何なる変化に関係を有するかについて研究
し，臨床的に観察すると同時に動物実験上これを追求して
α・Globulin中に含まれる或種物質の消長の関一与を見出し
た。また同時にその分国相互の変化の相違から癌を主とす
る悪性腫瘍の際と，非特異的反応としての炎症とでは反応
物質の性状並びにその産生機序が異るであろうとの推測を
もつた。
　　　　　　　　　　結　　　論
　1）既報した臨床実験及び今回の動物実験即ち，
ラツテの吉田肉腫腹腔内及び皮下移植並びにその
言出実験により，悪性腫瘍のP波高の上昇時には，
総蛋白及びAlbuminの減少，α一Globulinの著明
な増加が認められた。皮下移植腫瘍の別個実験で
は，臨床上胃癌手術成功例の場合と全く一致した
結果が得られた。
　2）対照実験としての炎症性疾患例やテレピン
油注入腹膜炎の場合には，悪性腫瘍の場合と異な
り総蛋白量もAlbuminもむしろα一Globulinとと
もに増加する傾向が認められた。
　3）似上を要するに，臨床並びに．動物実験によ
りP蛋白波の変動には1血清蛋白分屑中α一Globulin
の中に含まれる睡る種物質の消長が関与すること
を見出した、また同時にその分屑相互の変化の相
違から，癌を主とする悪性腫瘍の際と，非特異的
反応としての炎症との問に．は反応物質の相違があ
ろうとの推測をもつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔昭和30．4・15受付）
Summary’
　　1）　According　to　clinical　observations　reported　hitherto　and　the　results　obtained　form
experiments，　using　Yoshida　sarcoma　and　rats，　it　was　demonstrated　that　the　ascended
polarographic　waver　of　the　malignant　sera　were　accompanied　by　a　decrease　in　total　pro－
tein　and　aldumin　concentration，　with　a　makred　increase　of　the　a－globulin　fraction．
　　The　results　of　experi皿ents　in　rats　in　which　sarcoma　had　been　transplanted　subcu－
taneously　and　late　excised，　were　consistent　with　these　of　the　clinical　cases，　in　whimh
gastric　cancer　were　excised　successfully．
　　2）　ln　clinical　cases　with　infiammatory　disease，　and　in　animals　with　terpentine－peri－
tonitis，　results　differed　significantly　from　cases　with　malignant　tumors　with　an　increase
rather　than　decrease　of　total　protein　and　albumin　together　with　the　increase　of　a－globulin．
　　3）　clinical　observations　and　animal　experiments　revealed　that　the　fluctuation　of
polarographic　protein　wave　is　under　influenc．es　of　the　vicissitude　of　a　certain　substance
or　substances　which　are　involved　in　the　a－globulin　fractions　of　the　serum　protein．
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